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第５学年　総合的な学習の時間　学習指導案

令和２年１０月１５日（木曜日）

大島町立つぱき小学校

第５学年１組（３０名）

指導者：豊田　秀夫

授業者：吉野　峻－

＜つばき小学校　研究主題〉

未　 来　 を　 切　 り　 拓　 ＜　 人　 材　 の　 育　 成

～ＳＤＧＳの視点に立った主体的な学びを通して～

学習全体のテーマ ｢大島町の防災を考える　～自分たちにできること～｣

２。学習全体の取組を通して育成する力とその評価規準

＜目標＞

○大島町の自然災害の現状、減災・防災について理解を深め、これから自分たちでできる減災・防災につ

いて、自ら課題を見付け、多面的・総合的に考え、大島町に発信することができるようにする。

○現在および将来に直面する災害に対して、自らの安全を確保するための行動ができるようにするととも

に、日常的な備えができるようにする。

○友達と協力して課題の解決を図ろうとしたり、伝え合ったりできるようにする。

＜評価規準＞

知識・技能

・大島町が取り組んでいる減災・防災対策を知る。

・自然災害が起きたとき、自らの安全を守るための行動が分かる。

・自然災害に対し、どのような備えをしたらよいか分かる。

・調べたことを発表し合い、減災・防災に対する理解を深める。

思考・判断・表現

・自分たちでできる減災・防災について、自ら課題を見付け、課題解決に向けて学

習計画を立てている。

・資料やアンケートを用い、課題に関係する情報を収集している。

・資料やアンケートなどから得た情報を整理・分析して、まとめている。

・減災・防災についてまとめたことを、学校や家庭、地域に発信しているo

主体的に学習に

取り組む態度

・課題解決に向け、仲間と協力しながら、進んで学習に取り組んでいる。

・住んでいる地域を調ぺ、減災・防災に対する関心を高め、様ﾉﾏな機関を活用しな

がら、調べようとしている。

・仲間と協力して、効果的な表現方法や発信の仕方を考えようとしている。

介
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3。学習全体の系統性　
教科 等殲 浙 的 な視 戸工 靴峡

ユラか マネ謬
外

４年生　【社会】

・くらしを守る「地震からくらしを守る」

・わたしたちの県「特色ある地いきと人ﾉﾏのくらし」

(研 吽` との関連 まご厦 野に

入 札てぃる）

５年生　【社会】

・わたしたちのくらしと国土「国土の地形の特色と人ﾉﾏのくらし」

・わたしたちのくらしと国土「国土の気候の特色と人ﾉﾏのくらし」

５年生　【自然教室】

・海のふるさと村

５年生　【社会】

・国土の自然とともに生きる「自然災害とともに生きる」

・国土の自然とともに生きる「環境をともに守る」

５４生　r。 ， 本時死

・流れる水のはたらき

５年生

【総合的な学習の時間】

大島町の地形と人々のくらし

５年生

【総合的な学習の時間】

安全・安心な大島町

～自分たちにできること～

５年生　【国語】

・みんなが過ごしやすい町へ

・グラフや表を用いて書こう

・提案しよう、言葉とわたしたち

５年生　【校外学習】砂防堰堤

５年生　【校外学習】防災教

５年生　【算数】

・百分率とグラフ

６年生　【理科】

・大地のつくりと変化

・人と環境

６年生　 【理科】

・世界の中の日本

「世界の未来と日本の役割」

２

６年生

【総合的な学習の時間】

大島町魅力再発見



４。学習指導観

（１）教材に対する児童の実態

本学級の児童は、各教科や総合的な学習の時間の学習を通し、「調ぺる→まとめる→発表する」という

学習活動に取り組み、３活動の力をつけてきた。発表の際は、ポスター発表やプレゼンテーションソフト

を活用する力を身に付けている。

今進めている総合的な学習の時間を通して、大島町がどのようにして誕生したのか、なぜこのような地

形になったのかなど、自分たちの生活に密着した課題を解決する能力を身に付けさせたい。また、調べ学

習や校外学習、町の防災教育を通して学んだことから新しい提案を創造し、町の人に提案するプレゼンテ

ーション能力を身に付けさせていきたい。

(２)単なっに 地域
，課
題を雖まれ 単旭設剋

大島町は、富士箱根伊豆国立公園に属し、自然景観と生態系が十分に保護されている。また、人と大地

と自然のつながりを楽しみながら学ぺる島として「日本ジオパーク」に認定されている。そして、活火山

である三原山を有する火山島である。一方、大島町は豊かな自然環境に囲まれている反面、幾度となく自

然災害に見舞われてきた。

１９８６年の三原山噴火では、全島民が避難となった。三原山の噴火は３０～４０年周期である。数年内

に噴火するのではないのかといわれている。２０１３ 年には、台風２６ 号の影響で土砂災害が起き、元町

地区に大きな被害をもたらした。また２０１９年にも台風１５号の影響で、大きな被害にあった地域があ

った。もし、南海トラフ地震が起きれば、津波による被害も起こるだろうと予想できる。

自然災害を防ぐことはできないが、その被害を最小限にとどめるための取組や災害から命を守るために、

日頃から正しい知識をもち、十分に備えておくことが必要である。資料から知識を得るだけではなく、地

域にアンケートを取って実態を把握する活動や実際に危険なところを調ぺる活動、学校外へ出て避難ルー

トを確認する活動などを通して、今後も起こり得る自然災害に対して、一人一人が安全に気を付けて行動

し、避難できる力を身に付けさせたい。また、自分たちで調べたことをまとめ、地域に発信していく活動

を通し、地域の一員として、様ﾉﾏな人と豊かな人間関係を築くことができる児童の育成に取り組んでいく。

５。研究主題に迫るための手だて

（１）ＳＤＧＳの視点に立った授業づくり

【目標１１】　持続可能なまちと地域社会

【目標17 】　目標のために協力すること

大島のよさや特色を知り、大島町に愛情と誇りをもつ気持ちを育んでいく一方、いつ起きるか分から

ない自然災害に対して、自分自身が考え、行動する「自助」、近隣の方同士がともに支え合い助け合う

「共助」の精神を育んでいく必要がある。減災・防災を自分事として捉え、日常生活に生きる学びにな

るよう、課題を設定していく。また、課題解決に向け、地域の人と関わり合いながら、仲間と協力して

課題解決に取り組むようにすることが大切である。そうすることで、自らが「学級」や「学校」、「大島

町」の一員であることを再認識でき、主体的に人と関わったり学ぼうとしたりする姿勢が育っていくと

考える。

ｆ φ　 ●

（２）外部人材や地域資源の活用
社 か

こ

開

れ れ ち
教 贋 細 ほ

ブ く リ

･　-　s　　･　ﾐ　　　　　ｰ　　　　ﾐ　 一一　 ●　ﾐa　 丿盧･　･　ﾐｰ..__

児童の減災・防災に対する意識を高めるために、次のような連携を行う。

【防災対策室】

・防災対策室を見学する。

・防災対策室の仕事を教えてもらう。

３



・児童の質問に答えてもらう。

・児童自身が減災・防災に取り組もうとする意識を高める言葉がけをしてもらう。

【三原山・ジオガイド】

・　三原山の火山の状態を知ったり感じたりする。

・　三原山に設置された噴火対策の器具等を教えてもらう。

々り手習桔尊専唄改訂につながﾘ傅る視戸、
６。本時に該当する持続可能な社会の「ＥＳＤの要素」や「能力・態度」

Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
要
素

人
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
概
念

多様性

【社会は多様な事物から成り立っていること】

児童は既習内容や経験から、様ﾉﾏな自然災害があることを知っている。減災・

防災について調べていく中で、自然災害が起こったときに身を守る行動や自然

災害に対する日頃の備えは、災害の数だけ多様にあることを知った。様ﾉﾏな災

害に対する自助、共助の方法をできるだけ多く知っていくとともに、その多様

さの中から共通点を見出して学級全体の課題として共有することで、学級の学

びを深めていくことができると考える。

相互性

【社会は物や人が関わりあって成り立っていること】

減災・防災は、個人だけではなく、家庭や地域などと関わり合って取り組ん

でいくことで効果が大きくなる。自分の身を守る行動「自助」だけではなく、

家族や仲間の身を守る「共助」、防災対策室の減災・防災の取り組み「公助」と、

視野を広げて学習できると考える。

人
の
意思

行
動
に
関
す
る
概念

公平性 【持続可能な社会は権利の保障や恩恵の享受が公平であること】

防災対策室にインタビューしたり避難ルートを確認したりすることで、いつ

何時、自然災害が起きても、大島町の誰もが安心して避難できる方法を考え、

さらに自分たちにもできることを考えていくきっかけとする。

連携性

【持続可能な社会は、多様な主体が状況に応じて、互いに協力することで構築

されること】

減災・防災は、人・家庭・地域が協力し、取り組んでいくことが大切である。

減災・防災を「自分事」として捉え、大島町の一員として自分たちには何かで

きるのかを考えさせていく。
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の
能力

未来

◎

【未来像を予測して計画を立てる力】

防災対策室にインタビューしたり、避難ルートや危険個所の確認のため実際

に町に出て行ったり、学校や地1或にアンケートを取ったりするなどの活動を通

して、現状把握を行う。現状把握を基に、いつ何時起こるか分からない自然災

害に対し、今の自分たちにできる減災・防災を考えたり、多くの人に知ってほ

しいことや取り組んでほしいことを伝えたりする。

伝達

○

【コミュニケーションを行う力】

個人の課題、グループの課題、学級の課題とそれぞれ設定している。グルー

プの課題を解決するためには、個人が調べたことや考えたことを伝え合うこと

が必要である。伝え合うときには、情報の伝達だけではなく、人の意見に対し

て自分の考えを述べ、互いの理解を深めるよう指導している。グループで伝え

合いをすることで個人の課題が解決されるときもある。学級の課題も各グルー

プの考えを共有していくことで解決できるo

４



Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
態
度

協力

○

【他者と協力する態度】

仲間と協力して課題解決に向かうことで、知識が広がったり理解が深まったり

新しいアイディアが生まれたりする。協力するためには、相手の考えを受け止め

たり共感したりするなど、相手の立場に立って考えることが必要である。仲間と

協力し､ 互いの力を高め合ってい＜姿を称賛し､ 協力する態度を一層育んでいく。

参加

○

【進んで参加する態度】

本単元では、グループ内での役割分担をし、自分の役割に責任をもって最後

まで取り組んだり、仲間と協力して課題解決に取り組んだりする場面が多い。

様ﾉﾏな活動に主体的に参加し、前向きに学習に取り組む態度を一層高めていく。

了．指導計画

時
－過
程

総時数８３ 時間

り扱う教科（時数）

２７時間　　E!l:

｢単 元 名｣

１５時間 １０時間 総 ２９時間）

つ
か
む

１

ｙＷ

１０

語 （10 時 間 ）l

一 一一　一　 －　 一一一

主な学習活動

｢みんなが過ごしやすい町へ｣

・引用したり、図表やグラフなどを用いて、自

分の考えが伝わるように工夫して書き表す。

・文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に

ついて理解する。

・目的や意図に応じて、感じたことや考えたこ

となどから書くことを選び、集めた材料を分

類したり関係づけたりして、伝えたいことを

明確にする。

・筋道の通った文章となるように、文章全体の

構成や展開を考える。

各単元の主な評価規準　（評価方法）

ＥＳＤの能力・態

・収集した知識や情報を関連付けて話し

合っている。　 ［知識・技能］（観察）

・大島町の課題に対する自他の考え方、

感じ方の違いを知り、それについて意

見を伝えている。

［思考・判断・表現］（観察）

１１

ｒｗ

１３

会（３時間） ｢自然災害を防ぐ｣

･近年日本で起こった自然災害について資料か

ら読み取って分かったことを発表し合う。

・災害を防ぐために、国や地方自治体が様ﾉﾏな

対策や事業を行っていることを理解する。

５

・日本の自然災害やその防止の取り組み

の様子に関心をもち、意欲的に調ぺて

いるＯ

[主体的に学習に取り組む態度]

(観察、発言)

・日本は自然災害が起こりやすいことや、

その被害を防止するために国や都道府

県などが様ﾉﾏな対策や事業を進めてい

ることを理解している。

[知識・技能]( 発言、ノート)



１４

ｒへ､／

２ ３

啄i で卜6 蒔i酬 「流れる水のはたらき」

・了年前の土砂災害をもとに、山に水が流れる

と何か起こるか問題意識をもっ。

・ａ心 水のuH 回 る.（ 本時% ）

･流れる水の速さや量によって土地の変化の様

子が変わることを理解する。

･川や沢の水による災害や災害に対する備えに

ついて調べ､災害に備えることの重要性を考

え、日常生活に活用することができる。

・実際の大金沢を観察して、沢や沢の周りの土

地の様子、災害を防ぐ工夫について調べ、流

れる水のはたらきについて考えることがで

きる

・７年前の土砂災害を基に、山に水が流

れると何か起こるかという問題を見出

しているか。

[主体的に学習に取り組む態度]

(ノート、観察)

H

・流れる水には浸食、運搬、堆積の働き

があることを理解しているか

[知識・技能]( ノート、観察)

回

・水の量と流れる水のはたらさとの関係

について予想し、条件に着目して実験

を行う方法を計画し、自分の考えを表

現しているかo

[思考・判断・表現]

(ノート、観察、発言)

囮

・災害について調ぺる活動に進んで取り

組み、災害に対して備えることの重要

性を捉え、自分の考えを表現している。

[思考・判断・表現]( ノート、観察)

回

・沢や沢の周りの様子、急斜面、土砂が

流れた所の様子を観察して、流れる水

の働きや災害を防ぐ工夫について調

べ、記録している。

[知識・技能]( 行動観察、記録)

罰

６



調
べ
る

24

ﾉﾍﾉ

32

財会（4 時間）「国土の気候と地形の特色」 ・地形や気候などについて、地図帳や統

計などで調ぺて、必要な情報を集め、

読み取り、国土の自然の様子を理解し

ている。［知識・技能］（学習カード・

観察）

・地形や気候の違いを比較したり関連付

けたりして、国土の自然環境の特色を

考え適切に表現している。

［思考・判断・表現］（観察）

・様ﾉﾏな意見の中から共通点を見出し、

課題を設定している。

［思考・判断・表現］（発言、観察）

・本や資料を活用してグループの課題に

ついて調べている。

［主体的に学習に取り組む態度］

（学習カード）

罰

･我が国の国土の地形や気候の概要について理

解し､地図帳や統計などの各種の基礎的資料

を通して、情報を適切に調べまとめる。

細合（５時間） ｢安全・安心な大島｣

・減災、防災とは何かを知る。

・「災害前」、「災害時」、「災害後」で、「分かつ

ていること」、「曖昧なこと」、「分からないこ

と」で意見を出し合い、グル ープ の課題を設

定する。

・「地震」、「噴火」、「津波」、「台風」、「土砂災

害」グル ープに分かれて、資料を活用し、調

べる。

ま
と
め
る

33

34

細合（2 時間） ｢安全・安心な大鳥｣ ・調ぺだことを、文章や図、絵などでま

とめている。

［思考・判断・表現］（学習カード）

・分かったことをグループや学級で発表

し自然災害についての知識を増やして

いる。

［知識・技能］（発言、学習カード）
日

・各グループが調ぺだことを、まとめる。

・各グループで調ぺだことを発表し､学級全体

におけるそれぞれの自然災害に対する知識

を共有する。

つ

か
む

３５

３６

細合（2 時間） ｢安全・安心な大鳥｣ ・様ﾉﾏな意見の中から共通点を見出し、

新たな課題を設定している。

［思考・判断・表現］（発言）

・課題解決に向け、どのようなことに取

り組めばいいのか考えている。

［思考・判断・表現］（発言、学習カード）

珊

・再度、「災害前」、「災害時」、「災害後」で、

「分かつていること」、「曖昧なこと」、「分か

らないこと」で意見を出し合い、学級の課題

を全体で共有する。

・５グループに分かれ、新たな課題を設定する。

・課題解決に向け、必要なことを話し合う。

調
べ
る

37

♂-w

40

聡合（４時間） ｢安全・安心な大島｣ ・防災バックや避難ルートなど目的をも

ってアンケートを作成し、家庭や地域

にアンケートを取っている。

[思考・判断・表現]

(観察、アンケート用紙)

・家庭や地域から取ったアンケートを集

約し、グラフや表、図にまとめている。

[思考・判断・表現]( グラフ、表、図)

回

・防災・減災の観点から、大島町の現状を把握

したい内容について話し合う。

・家庭や地域に減災・防災についてのアンケー

トを取り、 集約し､グラフや表にまとめる。

了



４ １

ダヘ､Ｊ

５ ２

外学習（４時隨 ｢防災教育｣

･７年前の土砂災害の現場へ行き、フィールド

ワークで土地の地形を知ったり、被災に合わ

れた方に話を聞いたりする。

合（８時間） ｢安全・安心な大島｣

・大島町の防災対策室に見学に行き、大島町の

防災対策の現状を知ったり、職員の方にイン

タビューしたりする。

・実際に元町地区、野増地区へ行き、危険な箇

所を調ぺたり避難経路を確認したりする
Ｏ

・第５学年の防災マップを作成する。

・見学やインタビューを通し、自分の分

からな かったことを知ろうとしてい

る。

［主体的に学習に取り組む態度］

（観察、発言、学習カ ード）

・仲間と協力して、危険な箇所を調ぺだ

り避難経路を確認したりしている。

［思考・判断・表現］（観察、発言）

・校外学習で気付いたことを、マップに

まとめている。

［思考・判断・表現］（発言、マップ）

―
カ

ま
と
め
る

５ ３

〆` Ｗ

６ ３

語(11 時間)1｢グラフや表を用いて書こう｣

・グラフや表から分かったことと減災・防災を

関連させ、自分の考えを文章に書き表す。

・書いた文章を友達と読み合い、意見や感想を

交流する。

・自分の考えと根拠などを書き分けている，

［思考・判断・表現］（作文）

・友達の文章を読んで、良かった点を伝

えている。

［思考・判断・表現］（発言、ノート）

６９

会（６時間）|「自然災害ともに生きる」

･自然災害は国土の自然条件などと関連して発

生していることや、自然災害から国士を保全

し国民生活を守るために国や県などが様ﾉﾏ

な対策や事業を進めていることを理解する

とともに、地図帳や統計などの各種の基礎的

資料を通して、情報を適切に調べまとめる。

・国土の自然災害の発生と自然条件との関連、

防災や減災に向けた対策や事業の役割につ

いて多角的に考える力、考えたことを説明す

る。

・国士の自然災害の状況と国民生活との関連に

ついて、主体的に学習の問題を解決しようと

する。

８

・日本の自然災害やその防止の取り組み

の様子に関心をもち、意欲的に調ぺて

いる。

[主体的に学習に取り組む態度]

(観察、発言)

・日本は自然災害が起こりやすいことや、

その被害を防止するために国や都道府

県などが様ﾉﾏな対策や事業を進めてい

ることを理解している
Ｏ

[知識・技能]( 発言、ノート)

・自然災害から自分たちの生活を守るた

めに、どのようなことができるか考え

表現している。

［思考・判断・表現］（発言、ノート）



発
信
す
る

７０

ﾀﾞ`w

74

陶語(5 時間) ｢提案しよう、言葉とわたしたち｣ ・話の内容が明確になるように、事実と

感想、意見とを区別するなど、話の構

成を考えている。

［思考・判断・表現］（スピーチ原稿）

・収集した情報を整理分析し、推薦する

理由として考えをまとめている。

［思考・判断・表現］（学習カード）

・聞き手が納得できるように内容を構成

している。

［思考・判断・表現］（スピーチ原稿）

・声の強弱、速さ、間の取り方などを意

識しながらスピーチの練習をしている。

［思考・判断・表現］

（観察）

圓

・話の内容が明確になるように、事実と感想、

意見とを区別するなど、話の構成を考える。

・資料を活用するなどして、自分の考えが伝わ

るよう表現を工夫する。

･言葉には、相手とのつながりをつくる働きが

あることに気付く。

･思考にかかわる語句の量を増やし､ 話や文章

の中で便うとともに、語句と語句との関係、

語句の構成や変化について理解し､語彙を豊

かにする。

７５

７６

縮合（２時間） ｢安全・安心な大島｣ ・伝えたいことが、より分かりやすく伝

わるように資料やパワーポイントを作

成するなど、工夫している。

[思考・判断・表現]

(観察、発言、資料)

回

･伝えたいことが､ より分かりやすく伝わるよ

うに提示する資料やプレゼンテーションな

とを作成する。

・互いの発表を見合い、伝えたいことがより伝

わりやすくなるようアドバイスし合う。

77

国語（1 時間）｢提案しよう、言葉とわたしたち｣ ・資料を活用するなどして、自分の考え

が伝わるように表現を工夫している。

［思考・判断・表現］（観察）

・減災・防災について推薦したい事柄が、

明確に伝わるように、声の強弱、速さ、

間の取り方などを意識して話してい

る。

［知識・技能］（発表）

同

・学校、家庭、地域、役場に、減災や防災につ

いて呼び掛ける。

・聞き手から感想をもらい、自分のスピーチを

振り返る。

・「説得力のある推薦のしかた」として学んだ

ことを発表し合い、まとめる。

発
信

行
動
す
る

７８

ﾉﾍﾉ

81

聡合（４時間） ｢安全・安心な大島｣ ・１年生に、減災・防災について１年生

に合った話し方で、呼び掛けている。

［思考・判断・表現］（観察、発表）

・下校途中に自然災害が起きたことを想

定し、元町地区や野増地区で１年生を

連れて避難場所に安全に避難する。

［思考・判断・表現］（観察、行動、発言）

罰

・１年生に、減災・防災について呼び掛ける。

・下校途中に自然災害が起きたことを想定し、

元町地区や野増地区で１年生を連れて避難

場所に安全に避難する。（避難訓練）

振
り
返
る

８２

８３

両菩てii 簡刃 「安全・安心な大島」

・学習全体を振り返り、成果や課題を、今後の

取り組みをまとめ、発表する。

・学習全体を振り返り、成果や課題を、

今後の取り組みをまとめている。

［思考・判断・表現］EjK3日

９
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